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調査から見えてきたこと

中央大学大学院戦略経営研究科（ビジネススクール）教授 佐藤博樹
（公益社団法人全国求人情報協会 理事）

入社前の時点における学生の内定企業への勤続志向や転職志向をみると、

「勤続志向」（「その企業・団体等でずっと仕事を続けたい」＋「当面はその企業・

団体等で仕事を続けたい」）は約8割と多いものの、同時に「転職志向」（「転職することも視野に入れ

ている」＋「すぐに転職したいと思っている」）も約2割とかなりを占めている。それに加えて、入社前

に「勤続志向」であった者でも入社後の半年間に「転職志向」に転換したり、離職したりする者も少なく

ない。同時に、入社前に「転職志向」の者でも入社後に「勤続志向」に転換する場合もある。つまり、企

業としては、採用した新入社員が入社前の「勤続志向」を維持できるように支援したり、「転職志向」で

あった新入社員が「勤続志向」に転換できるように支援することが大事になる。

仕事理解、自己理解、キャリア積極性の3つの要素から構成される＜初期キャリア獲得度＞が高い新入

社員は、入社後の「勤続志向」の割合が高いことが確認されている。また、＜初期キャリア獲得度＞が高

い社員は、「自分はこの会社で仕事をするのに向いていそうだと感じた」とする「適職意識」も高い。仕

事理解や自己理解、さらにはキャリア積極性を獲得できた新入社員では、そのことが「適職意識」の醸成

に寄与し、結果として「勤続志向」につながると言える。

入社時点から入社半年時点にかけて＜初期キャリア獲得度＞が上がった新入社員では、入社後に感じた

職場の風土に関しては、「互いに助け合う雰囲気がある」、「先輩が後輩を指導する雰囲気がある」、

「将来の仕事について相談できる機会がある」、「若手社員の仕事や私生活についての相談相手が決まっ

ている」が高く、また、コミュニケーションに関しては、「同僚同士を気にかけたり・助け合う機会」、

「指導担当や先輩への報告・連絡・相談の機会」が十分だったとの回答が高い。つまり、先輩から学ぶ機

会や同僚同士が助け合う雰囲気や機会、さらには仕事や私生活、将来の仕事に関して相談できる機会など

があることが、＜初期キャリア獲得度＞の向上に貢献するのである。

2023年3月30日

「2022年卒新卒者の入社後追跡調査」

公益社団法人全国求人情報協会の「新卒等若年雇用部会」は、2022年卒新卒者を対象として、入社前調査
（2022年3月）および入社後調査（入社後約半年：2022年10月）を実施し、新卒者の入社前および入社後約
半年の就業意識の実態をまとめましたので、ご報告します。

新卒者の、入社前および入社後の勤続志向の醸成のために重要なこととは？
入社前と入社後約半年時点の就業意識の変化に着目し、調査分析を行った。（下図）

Topics
1.新卒者の入社前・入社後の就業意識の変化

入社前に「転職志向」であった人の2割半ばが

入社後に「勤続志向」に転じている

2.入社後における初期キャリア獲得度

入社半年時点における初期キャリア獲得度指数が

「高位」の人のうち、6割強が「自分はこの会社で

仕事をするのに向いていそう」と感じている

3.テレワークの状況とコミュニケーションの程度

テレワーク/在宅勤務を経験した人は、従業員規模

5,000人以上の企業では4割強、100人未満の企業では1割半ば
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〈入社後調査〉

1）調査目的：入社後約半年時点の就業意識や、入社後の仕事経験・勤務実態を把握する。

2）調査対象：入社前調査で「民間企業・団体等に就職する」と回答した人のうち、追跡調査に回答した人 700人

3）調査時期：2022年10月20日～11月13日

4）調査方法：インターネット調査（調査実施機関：株式会社マクロミル）

<入社前調査>で「民間企業・団体等に就職する」と回答した人に、追跡調査の依頼を送信。

回答者の学校種別と性別の構成比が、入社前調査での就職確定者の構成比に近づくよう、
ウェイトバック集計を行った。

●調査の概要
〈入社前調査〉

1）調査目的：大学生や大学院生の就職活動の実態を把握し、関係各位の参考に供する。

2）調査対象：民間企業・団体への就職活動を在学中に経験した*全国の大学4年生・大学院2年生 1,784人

*就職活動の経験者を、プレエントリー（資料・採用情報の請求）、説明会、書類選考、対面選考の

いずれか1つ以上の経験者と定義した。

3）調査時期：2022年3月10日～30日

4）調査方法：インターネット調査（調査実施機関：株式会社マクロミル）

お問い合わせ先：公益社団法人全国求人情報協会 業務部・久岡幸輔 Tel：03-3288-0881 cyousa@zenkyukyo.or.jp

調査リリース資料は、こちらからダウンロードできます。 https://www.zenkyukyo.or.jp/2022shinsotsu_tsuiseki/

＜回答者内訳＞

CONTENTS

調査の概要

1.新卒者の入社前・入社後の就業意識の変化

2.入社予定企業への就職活動開始当初の志望状況、

入社前後における就業意識、適職意識

3.入社後における初期キャリア獲得度

4.テレワークの状況とコミュニケーションの程度

・・・P2

・・・P3

・・・P4

・・・P5

・・・P14 

≪調査結果を見る際の注意点≫

・ウェイトバック集計を行っているため、ｎ数の内訳を足し合わせても合計と一致しない場合がある。

・％を表示する際に小数点以下第2位で四捨五入しているため、％の合計値や差の数値と計算値が一致しない場合がある。

・データは無回答サンプルを除いて集計している。

645 

354 

291 

55 

26 

29 

大学生

男性

女性

大学院生

男性

女性

mailto:cyousa@zenkyukyo.or.jp
https://www.zenkyukyo.or.jp/2022shinsotsu_tsuiseki/
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新卒者の5人に1人は入社前に「転職志向」であったが、そのうち2割半ばが入社後
に「勤続志向」に転じている

1. 新卒者の入社前・入社後の就業意識の変化

入社前調査で、新卒入社予定の企業・団体等への就業意識を聞いたところ、20.6％が入社前の時点で「転
職志向」（ ｢転職することも視野に入れている｣ ｢すぐに転職したいと思っている｣ の計）であった。

入社後調査で、入社後約半年時点での就業意識を聞いたところ、入社前に転職志向であった人において、
24.5％が「勤続志向」（ ｢今の企業・団体等でずっと仕事を続けたい｣ ｢当面は今の企業・団体等で仕事を続
けたい｣ の計）に転じたが、69.2％は入社後約半年時点で転職志向または既に離職した。

5人に1人が入社前に転職志向 転職志向であった人の2割半ばが

勤続志向に転じている

入社前
（入社前調査）

入社後
（入社後調査）

転職志向

勤続志向

65.3％

69.2％

未入社

3.3％

79.4％

20.6％

100％

として

100％

として

59.2％

40.8％

転職志向/離職

勤続志向

未入社

6.3％

入社前の就業意識 現職/離職 入社後の就業意識 入社者計 未入社者

勤続志向 （n=362） 362 （65.3%）

転職志向 （n=146）

勤続志向 （n=35） 35 （24.5%）

転職志向 （n=81）
転職志向

n=145（20.6％）

現職

（n=117）
9

（6.3％）100 （69.2%）
離職 （n=19）

勤続志向

n=555（79.4％）

現職

（n=508）
19

（3.3％）174 （31.4%）
離職 （n=28）
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就職活動開始当初から志望していた企業に入社した人は約7割。転職志向の割合
は入社前では約2割だったが入社半年時点では約4割に増加

2. 入社予定企業への就職活動開始当初の志望状況、入社前後における就業意識、適職意識

入社予定の企業・団体等への就職活動開始当初の志望度について見ると、「当初はまったく志望していな
かった」人は31.5％であった。
その企業・団体等への就業意識について見ると、入社前は転職志向の割合が20.1％であったのに対し、入

社半年時点では40.8％（既に離職した人を含む）であった。
入社後に感じた適職意識について見ると、「まだよくわからない」が40.0％と最も高く、「自分はこの会

社で仕事をするのに向いていそうだと感じた」人は39.2％であった。

▶ 【入社前】入社予定の企業・団体等への就業意識 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶ 【入社後】入社した企業・団体等への就業意識 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶ 【就職活動開始当初】における、入社予定先の志望状況 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶ 【入社後】に感じた適職意識 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

（％）

n=

全体 (672)

勤続志向

79.9

転職志向

20.1

（％）

n=

全体 (672)

勤続志向

59.2

転職志向または離職

40.8

（％）

n=

全体 (672)

自分はこの会社で仕事をする

のに向いていそうだと感じた

39.2

自分はこの会社で仕事をするの

は向いていないと感じた

20.8

まだよくわからない/（在籍当時

は）よくわからなかった

40.0

（％）

n=

全体 (672)

当初から第1志望

（群）だった

46.6

第1志望（群）ではない

が、当初から志望していた

22.0

当初はまったく志望し

ていなかった

31.5
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3. 入社後における初期キャリア獲得度

初期キャリアに求められる要素を、入社時点と入社半年時点で見た。いずれの要素もほとんど同水準で推
移しているものの、 仕事理解の「仕事をする上で目標となる人がいた/いる」の『あてはまる・計』（「あ
てはまる」＋「どちらかというとあてはまる」）は入社半年時点で44.6％と入社時点と比べ8.6pt増加した。

▶入社時点、入社半年時点における仕事理解・自己理解・キャリア積極性の状況
（未入社者除く、各単一回答、単位=％） （％）

n=

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

入社時点 (672)

入社半年時点 (672)

やりたい仕事が

あった/ある

仕
事
理
解

自
己
理
解

キ
ャ
リ
ア
積
極
性

自分が希望するキャリアを

実現するために、

自分なりに

努力していた/いる

自分のキャリアの責任は

自分にあると

思っていた/いる

自分がどんな仕事に

適性があるか

理解していた/いる

自分がどんな仕事に

興味や関心が

あるのかを

理解していた/いる

仕事をする上で

目標となる人がいた/いる

あてはまる

16.3

16.5

10.7

13.9

11.0

14.2

5.7

12.2

14.2

16.3

11.5

11.4

どちらかというと

あてはまる

31.8

29.9

25.3

30.7

28.5

33.1

30.0

25.3

34.5

32.0

27.9

31.0

どちらとも

いえない

28.7

32.9

34.5

34.2

38.6

37.4

40.0

43.5

36.4

39.2

41.9

38.4

どちらかというと

あてはまらない

14.3

11.6

15.0

12.0

13.0

9.3

14.3

12.0

8.6

7.0

10.2

12.7

あてはまらない

8.9

9.1

14.4

9.1

8.9

6.0

9.9

7.1

6.3

5.5

8.5

6.5

初期キャリアに求められる各要素について、入社時点と入社半年時点でほぼ同水準で
推移
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▶入社時点、入社半年時点における初期キャリア獲得度指数のグループ化 （未入社者除く）

3. 入社後における初期キャリア獲得度

初期キャリアに求められる要素が、どの程度獲得できているかを測るために、「仕事理解」「自己理解」
「キャリア積極性」に関わる全6項目の設問に対する回答を点数化（「あてはまる：5点」から「あてはまら
ない：1点」の5段階評価）し、全て合計した点数（30点満点）を「初期キャリア獲得度指数」と設定した。
回答者を初期キャリア獲得度指数によって、「高位」グループ、「中位」グループ、「低位」グループに

分類した。

「初期キャリア獲得度指数」の分布と、「高位」「中位」「低位」グループの考え方

グループ

初期キャリア

獲得度指数

（点）

【入社時点】

分布（％）

【入社半年時点】

分布（％）

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

23.3

49.5

27.2

「低位」グループ

6～17点

「中位」グループ

18～23点

「高位」グループ

24～30点

26.8

54.1

19.1
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▶入社半年時点における初期キャリア獲得度指数別、入社後に感じた適職意識
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶入社半年時点における初期キャリア獲得度指数別、入社後に感じた就業意識
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

入社半年時点における初期キャリア獲得度指数別に、適職意識について見た。高位では62.1％が適職意識
を感じている一方で、中位では40.4％、低位では9.9％であった。高位と中位の差分は21.7ptであったのに対
し、中位と低位の差分は30.5ptと大きかった。
また、初期キャリア獲得度指数別の就業意識については、高位では76.0％が勤続志向である一方で、中位

では63.7％、低位では30.1％であった。高位と中位の差分は12.3ptであったのに対し、中位と低位の差分は
33.6ptと大きかった。

入社半年時点における初期キャリア獲得度指数が高いほど、適職意識と就業意識は
高い傾向にあり、特に中位と低位間の差分が大きい

（％）

n=

高位 (183)

中位 (333)

低位 (157)

自分はこの会社で仕事をする

のに向いていそうだと感じた

62.1

40.4

9.9

自分はこの会社で仕事をするの

は向いていないと感じた

10.7

17.7

39.3

まだよくわからない/（在籍当時

は）よくわからなかった

27.1

42.0

50.8

3. 入社後における初期キャリア獲得度

（％）

n=

高位 (183)

中位 (333)

低位 (157)

勤続志向

76.0

63.7

30.1

転職志向または離職

24.0

36.3

69.9
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▶入社時点での獲得指数別、入社半年時点での初期キャリア獲得指数 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶入社時点、入社半年時点間でのグループの変化 （未入社者除く、単一回答、単位=％）

※「上がった」「維持」「下がった」の分類はそれぞれ下記の通り。
・上がった：①＋②
①入社時点で「低位」かつ入社半年時点で「中位」または「高位」
②入社時点で「中位」かつ入社半年時点で「高位」
・維持：入社時点、入社半年時点で「低位」「中位」「高位」の変化なし
・下がった：③＋④
③入社時点で「高位」かつ入社半年時点で「中位」または「低位」
④入社時点で「中位」かつ入社半年時点で「低位」

入社半年時点での初期キャリア獲得度指数を、入社時点での獲得度指数別に見た。入社時点で高位であっ
た人のうち、87.5％は入社半年時点においても高位を維持している。入社時点、入社半年時点間での初期
キャリア獲得指数の変化を見ると、「維持」が71.9％で最も高かった。「上がった」の19.5％と「下がった」
の8.6％を合わせると、3割弱の人は入社後半年の間でグループの変化が見られた。

入社時点の初期キャリア獲得度指数が高位であった人の9割弱は、入社半年時点でも
高位。グループの変化を見ると、上がった人は約2割

3. 入社後における初期キャリア獲得度

（％）

n=

高位 (129)

低位 (363)

中位 (180)

【入社時点】

【入社半年時点】　

87.5

17.7

3.1

11.4

70.8

33.9

1.1

11.5

63.0

高位 中位 低位

（％）

n=

全体 (672)
19.5 71.9 8.6

上がった 維持 下がった



新卒等若年雇用部会 ニュースリリース ●2022年卒新卒者の入社後追跡調査

-9-

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、入社後に感じた適職意識
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、入社後に感じた就業意識
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

初期キャリア獲得度指数の変化別に、適職意識について見た。「上がった」では47.7％が適職意識を感じ
ている一方で、「下がった」では21.6％であった。
また、初期キャリア獲得度指数の変化別の就業意識については、「上がった」では56.7％が勤続志向であ

る一方で、「下がった」では44.8％であった。

初期キャリア獲得度指数が上がった人ほど、適職意識と就業意識は高い傾向にある

3. 入社後における初期キャリア獲得度

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

下がった (58)

39.2

47.7

21.6

20.8

24.1

29.2

40.0

28.1

49.1

自分はこの会社で仕事をするのに向

いていそうだと感じた

自分はこの会社で仕事をするのは向

いていないと感じた

まだよくわからない／

よくわからなかった

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

下がった (58)

勤続志向

59.2

56.7

44.8

転職志向または離職

40.8

43.3

55.2
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全体では、「担当業務のこと以外も含めて相談している（していた）」人は、45.0％であった。「指導担
当社員はいない」は9.5％であった。
初期キャリア獲得度指数の変化別に見ると、「下がった」では「指導担当社員はいない」が16.1％と、

「上がった」に比べ10.7pt高かった。
入社後に研修を受けた期間について見ると、「上がった」では「3カ月以上」が30.0％と高く、「下がっ

た」では「研修を受けたことはない」が19.4％であった。

初期キャリア獲得度指数が下がった人は、「指導担当社員はいない」が高く、約2割が
研修を受けたことがない

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、指導担当社員に自分から相談する内容
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、入社後に研修を受けた期間
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

※複数回研修を受けた場合は、合計の期間を聴取している。

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

下がった (58)

1カ月未満

43.6

43.6

44.9

1カ月以上

2カ月未満

13.9

15.2

23.8

2カ月以上

3カ月未満

7.6

6.3

1.1

3カ月以上

24.8

30.0

10.8

10.1

4.9

19.4

研修を受けたことは

ない

3. 入社後における初期キャリア獲得度

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

下がった (58)

担当業務のこと以外も

含めて相談している

（していた）

45.0

55.6

56.9

担当業務についてのみ

相談している（していた）

35.2

26.3

17.5

自分から相談することは

ない（なかった）

10.4

12.7

9.4

指導担当社員はいない

（いなかった）

9.5

5.4

16.1
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▶初期キャリア獲得度指数の変化別、入社後に感じた組織風土
（未入社者除く、複数回答、単位=％）

（％）

ほぼ毎日残業をしている

「人手が足りない」と思うことが多い

いつも納期や締め切りに追われている

互いに助け合う雰囲気がある

一人一人が独立して行う仕事が多い

先輩が後輩を指導する雰囲気がある

若手社員も希望すれば

異動できる仕組みがある

若手社員の仕事や私生活についての

相談相手が決まっている

将来の仕事について

相談できる機会がある

あてはまるものはない

22.0

43.8

17.7

40.2

19.0

31.2

13.5

11.4

15.7

13.4

21.6

48.1

21.2

44.8

25.8

36.9

16.6

16.2

25.9

9.5

19.0

29.4

14.8

29.0

15.1

27.1

4.8

9.8

7.4

32.4

全体(n=672)

上がった(n=131)

下がった(n=58)

初期キャリア獲得度指数の変化別に、入社後に感じた組織風土について見た。「あてはまるものはない」
を除く全ての項目で「上がった」の方が「下がった」より高かった。「下がった」は「あてはまるものはな
い」が32.4％であった。

初期キャリア獲得度指数が上がった人は、 「『人手が足りない』と思うことが多い」が最
も高く、次いで「互いに助け合う雰囲気がある」 の順であった

3. 入社後における初期キャリア獲得度
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▶初期キャリア獲得度指数の変化別、[自分の頑張りへの評価・自分の仕事への感謝の言葉をかけられる機会]の程度
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、[同僚同士を気にかけたり・助け合う機会]の程度
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

43.4

44.9

43.3

41.2

どちらでもない

28.9

17.6

32.2

27.4

不十分だった・計

17.3

25.6

13.9

26.9

機会がなかった

10.3

11.9

10.6

4.5

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

38.9

41.4

37.3

46.8

どちらでもない

32.2

29.3

33.3

30.0

不十分だった・計

19.4

21.9

19.0

17.0

機会がなかった

9.4

7.4

10.4

6.2

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

43.6

52.3

41.8

39.5

どちらでもない

33.0

28.1

34.5

31.0

不十分だった・計

14.8

11.1

14.6

25.0

機会がなかった

8.5

8.4

9.0

4.5

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、[ちょっとした問題や困りごとを相談する機会]の程度
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

43.4

44.9

43.3

41.2

どちらでもない

28.9

17.6

32.2

27.4

不十分だった・計

17.3

25.6

13.9

26.9

機会がなかった

10.3

11.9

10.6

4.5

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

38.9

41.4

37.3

46.8

どちらでもない

32.2

29.3

33.3

30.0

不十分だった・計

19.4

21.9

19.0

17.0

機会がなかった

9.4

7.4

10.4

6.2

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

43.6

52.3

41.8

39.5

どちらでもない

33.0

28.1

34.5

31.0

不十分だった・計

14.8

11.1

14.6

25.0

機会がなかった

8.5

8.4

9.0

4.5

初期キャリア獲得度指数の変化別に、コミュニケーションの程度について見た。「あてはまる・計」の割
合が「上がった」の方が「下がった」よりも高かったコミュニケ―ションは、[ちょっとした問題や困りごと
を相談する機会] [同僚同士を気にかけたり・助け合う機会] [指導担当や先輩への報告・連絡・相談の機会]で
あった。

初期キャリア獲得度指数が上がった人ほど、コミュニケーションにおいて「同僚同士を気
にかけたり・助け合う機会」が十分だったと回答

3. 入社後における初期キャリア獲得度
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（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

45.0

45.8

43.6

55.6

どちらでもない

34.9

34.1

36.7

21.9

不十分だった・計

12.5

13.4

11.3

20.8

機会がなかった

7.5

6.7

8.4

1.7

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

45.4

49.3

44.4

44.3

どちらでもない

32.8

27.9

34.9

27.0

不十分だった・計

13.2

15.4

11.2

25.1

機会がなかった

8.6

7.4

9.5

3.6

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、[上司への報告・連絡・相談の機会]の程度
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

▶初期キャリア獲得度指数の変化別、[指導担当や先輩への報告・連絡・相談の機会]の程度
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

45.0

45.8

43.6

55.6

どちらでもない

34.9

34.1

36.7

21.9

不十分だった・計

12.5

13.4

11.3

20.8

機会がなかった

7.5

6.7

8.4

1.7

（％）

n=

全体 (672)

上がった (131)

維持 (483)

下がった (58)

十分だった・計

45.4

49.3

44.4

44.3

どちらでもない

32.8

27.9

34.9

27.0

不十分だった・計

13.2

15.4

11.2

25.1

機会がなかった

8.6

7.4

9.5

3.6

3. 入社後における初期キャリア獲得度
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テレワーク/在宅勤務を経験した人は、従業員5,000人以上の企業では4割強、
100人未満の企業では1割半ば

テレワーク/在宅勤務経験者の割合を従業員規模別で見ると、従業員5,000人以上の企業が43.2％と最も高
いが、前年より12.2pt減少した。従業員100人未満の企業では、16.2％にとどまり、前年より7.3pt減少した。
いずれの従業員規模でも前年より減少した。

▶従業員規模別、新卒者のテレワーク/在宅勤務経験
（未入社者除く、単一回答、単位=％）

4. テレワークの状況とコミュニケーションの程度

（％）

n=

【2022年卒】 (672)

【2021年卒】 (694)

【2022年卒】 (142)

【2021年卒】 (124)

【2022年卒】 (126)

【2021年卒】 (127)

【2022年卒】 (136)

【2021年卒】 (178)

【2022年卒】 (148)

【2021年卒】 (152)

【2022年卒】 (121)

【2021年卒】 (114)

300人～999人

1,000人～4,999人

5,000人以上

全体

100人未満

100人～299人

経験した

32.3

41.6

16.2

23.5

25.8

36.9

35.9

46.9

41.0

43.7

43.2

55.4

経験しなかった

67.7

58.4

83.8

76.5

74.2

63.1

64.1

53.1

59.0

56.3

56.8

44.6



新卒等若年雇用部会 ニュースリリース ●2022年卒新卒者の入社後追跡調査

-15-

（％）

n=

テレワーク/在宅

勤務経験有り
(217)

テレワーク/在宅

勤務経験無し
(455)

テレワーク/在宅

勤務経験有り
(217)

テレワーク/在宅

勤務経験無し
(455)

テレワーク/在宅

勤務経験有り
(217)

テレワーク/在宅

勤務経験無し
(455)

テレワーク/在宅

勤務経験有り
(217)

テレワーク/在宅

勤務経験無し
(455)

テレワーク/在宅

勤務経験有り
(217)

テレワーク/在宅

勤務経験無し
(455)

指導担当や

先輩への報告・

連絡・相談の機会

上司への報告・

連絡・相談の機会

同僚同士を

気にかけたり・

助け合う機会

自分の頑張りへの

評価・自分の

仕事への感謝の

言葉をかけられる

機会

ちょっとした問題や

困りごとを

相談する機会

十分だった・計

49.3

40.6

44.3

36.4

54.8

38.3

50.1

42.6

50.9

42.7

どちらでもない

27.4

29.7

32.5

32.1

31.3

33.8

37.0

33.9

30.1

34.2

不十分だった・計

18.9

16.5

17.6

20.2

11.3

16.6

10.1

13.7

14.2

12.8

機会がなかった

4.4

13.1

5.6

11.3

2.7

11.3

2.9

9.7

4.8

10.4

▶勤務先の企業・団体等におけるコミュニケーションの程度
（未入社者除く、各単一回答、単位=％）

【2022年卒】

勤務先におけるコミュニケーションの程度をテレワーク/在宅勤務の経験別に見ると、いずれの項目にお
いてもテレワーク/在宅勤務経験有りの人の「十分だった・計」の割合が、テレワーク/在宅勤務経験無しの
人よりも高かった。特に「同僚同士を気にかけたり・助け合う機会」では、テレワーク/在宅勤務経験有り
の人の54.8％が十分だったと回答しており、テレワーク/在宅勤務経験無しの人の38.3％より16.5pt高かった。

テレワーク/在宅勤務の経験が有る人の方が、コミュニケーションの程度は十分だった
と回答

4. テレワークの状況とコミュニケーションの程度


